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 売上高は449億円減少の1,735億円となりました。前回の決算説明会でもご説明
のとおり、キャリア向けネットワーク関連などの大型案件が一巡したことや、ブラ
ジル子会社の事業譲渡を行ったことに加えて、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大が継続しており、特に欧州では大きな影響が出ております。

 大幅な減収の結果、営業段階で26億円の損失となりました。

 当第２四半期累計期間におけるコロナ影響は売上高で約165億円、営業利益段
階で約50億円のマイナス影響があったと認識しております。

 経常損失は32億円、四半期純損益は、事業構造改革に伴う損失の計上が18億
円あったことなどから、54億円の損失となっております。前年度は非事業性資産
の売却益などがあったため、前年比では95億円の悪化となりました。

 なお、期中の平均為替レートは、USドルでは106.9円で、対前年度では1.7円の
円高、ユーロにつきましては、121.3円で、同0.1円の円高となっております。
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 ソリューションシステム事業の売上高は前年比201億円減少し、835億円となりま
した。前年の工事進行基準の適用範囲を変更した初年度影響や大型案件の一
巡による減少があるものの、四半期ごとでは第１四半期と比べて増収となってお
り、前年比較の減少額は縮小しております。

 コンポーネント&プラットフォーム事業の売上高は前年比206億円減少し、878億
円となりました。新型コロナウイルス感染症拡大の影響については、特に欧州で
感染が再拡大していることや、インドでも感染状況に大きな変化が見られないこ
となどから、総じて海外市場でのビジネスに改善の兆しが見えません。一方、国
内市場におきましては、大きな懸念はなく、概ね安定した推移となりました。

 その他の事業の売上高減少については、ブラジル子会社の事業譲渡が影響し
ております。
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 ソリューションシステム事業は、前年比16億円減少し、40億円の営業利益となり
ました。前年比では、売上反動減の影響があるものの、四半期ごとに安定した
利益を確保しております。

 コンポーネント&プラットフォーム事業は、前年比67億円悪化し、36億円の営業損
失となりました。新型コロナウイルス感染症の影響が大きい海外市場で、売上が
振るわなかったことが影響しました。プリンター消耗品の売上の減少は一定程度
の落ち着きが見られるものの、全体感としては第１四半期から目立った改善はし
ておりません。また、アジア地域の自動化機器については売上の回復が進んで
いないことから、利益についても伸び悩んでおります。国内市場については、こ
れまでのところ、想定の範囲で堅調に推移しております。
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 営業利益の変動要因を、５億円単位でイメージチャートにしたものです。

 全体に物量減少の影響が大きくなっております。

 固定費については、プリンターの販売投資を抑制するなど、費用全般について
見直し、抑制を図ったものの、補いきれませんでした。
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 各資産・負債の構成に大きな変化がございません。

 総資産は前期末から304億円減少し、3,421億円、自己資本は103億円減少し
959億円となりました。

 結果、自己資本比率は28.0%、DEレシオは0.8倍となりました。
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 フリー・キャッシュフローは65億円の収入超過となりました。前年実績には不動
産の売却などの一時的な特殊要因が含まれております。

 現金同等物は462億円と、十分な手元資金を保っております。
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 売上高、営業利益およびセグメント別の予想値については、足元の決算状況な
どを踏まえた上で前回公表を据え置きます。

 未定としておりました経常利益以外については一定の試算を元にそれぞれ、経
常利益80億円、当期純利益10億円の予想です。



 投資およびキャッシュフローの予想数値について、ご覧の通りとします。

 投資等につきましては、今後の注力領域への投資を増加させ、戦略的投資の枠
を確保いたします。

 今期のキャッシュフローには、構造改革に伴う支出を織り込みました。
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